
ウルグアイ東方共和国の課題

人口：約342万人（2022年世銀）
首都：モンテビデオ
言語：スペイン語
主要産業：農林畜産業
GDP：623.4億米ドル（2022年世銀）
一人当たりGNI：18,000米ドル（同上）
GDP成長率：年率4.9％（2022年世銀）

「廃棄物管理」

国家廃棄物管理計画を策定し、全
国で取り組みを進めているが、多くの
地方自治体は最終処分場の問題を
抱えており、衛生埋立方式への転換
が急務となっている。
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「水質汚染対策」

都市排水や産業排水の規制のた
めの河川の水質管理対策は、住
民の健康と持続的発展に不可欠。
国境を越えた統合的水資源管理
の重要性も指摘されている。

基本情報

国別開発協力方針 重点分野

特徴的な現地の課題

⑴格差是正

● 社会的弱者に対する教育、保健医療、社会福祉サービス
の提供など、同国の包摂的な開発を支援する。

⑵環境保全

● 環境と調和のとれた健全で持続可能な発展に資する関連
分野の取り組みを支援する。

⑶民間セクター開発

● 貿易投資環境の整備や観光の促進、アグリビジネスの振興
等といった民間セクター開発を支援する。
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「品質改善・生産性向上」

経済特区設置等により外国投資の
促進を図っているが、当国の民間セ
クター開発にはウルグアイ側企業の
生産性・品質向上等による経営改
善が急務である。

国旗



ウルグアイ東方共和国の事例

事例① 事例②

農産品の輸出
（ウルグアイ・ワイン、ジャポニカ米、肥育牛）

案件名
自然で安全な食品
（ウルグアイの豊かな自然の中で育てられる農畜産物）

企業名
Agridiamond S.A.
Bodega Cerro del Toro S.A.

成果

1970年代半ばにウルグアイに入植した日本人を通じてロ
チャ県で始まった米作と牧場は持続的発展を遂げている。
さらに、その関係者はマルドナド県にブドウ畑を得て2016
年からワイン造りを開始。新しいワイナリーだが白ワイン
（アルバリーニョ）の評価は高い。

林産業分野へのJICA協力
（開発調査・専門家派遣・技術協力プロジェクト）

案件名

【開調】造林・木材利用計画、国家造林5ヶ年計画
【専門家】林業産地試験、林木育種 他
【プロジェクト】紙パルプ品質改善計画、林木育種計画、
林産品試験計画

カウンター
パート名

ウルグアイ技術研究所（LATU）、工業エネルギー省
国立農業研究所（INIA）、農牧水産省

成果

日本は1980年代から2007年頃まで本分野への協力を
実施し、ウルグアイの林産業の発展に大きく貢献した。
近年では、外資（北欧他）のパルプ工場（経済特区
内）による生産が拡大。積出港の整備や搬送用鉄道の
建設も進んでいる。

参考資料：https://www.cerrodeltoro.uy ； https://agridiamond.com

https://www.cerrodeltoro.uy/
https://agridiamond.com/


本件に関する連絡先

■JICA ウルグアイ支所

お名前 山本美香

Yamamoto.Mika@jica.go.jp
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